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◎
特

な
報
･!

･
一

房

報
酬
額
政
★義
員
会
は
･
昨
年
度
ょ
り
再
三
豊

り
･
慎
重

第

審
議
し
、
そ
の
結
果
報
酬
額
を
改
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
基
礎

理
念
の
成
案
を
こ
の
程
ま
と
め
、
二
月
六
日
報
酬
額
改
訂
要
望

書
を
道
知
事
に
提
出
し
た
。

0
報
酬
額
改
訂
要
望
の
基
礎
理
念
の
全
文

0
北
海
道
行
政
書
士
会
の
現
況

昭
和
三
十
七
年
三
月
(北
海
道
規
則
第
十
六
号
)
現
行
報
酬

額
に
改
正
さ
れ
た
当
時
は
会
員
数
三
七
〇
名
で
会
員
の
殆
ん
ど

報
…
が
兼
職
者
(司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
建
築
士
税
理
士

会̂
増“ぬ総翳填め増終鰻鐵堵赫拶て節瘡~緤垳撤鱈牡蹠ン

+
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承る碑会制勝淺引獨ず徘業務似増趨い甥梶禦彬燦麗
餓

書

度
の
認
識
も
深
ま
り
、
青
年
-層
の
試
験
合
格
者
が
多
く
、
行
政

政

書
士
業
務
の
専
門
職
者
(専
門
五
五
%
)の
増
加
を
見
て
い
る
こ

一行
と
は
世
情
も
去
る
こ
と
乍
ら
本
道
行
政
書
士
会
の
発
展
を
示
す

道

も
の
で
あ
る
o

道
内
十
三
支
部
に
お
い
て
は
地
域
性
に
合
っ
た
行
政
分
野
の

海

必
要
科
目
に
つ
い
て
講
習
会
、
研
修
会
を
開
催
し
社
会
的
に
用

…北

役
を
果
し
つ
つ
あ
る
現
況
で
あ
り
そ
の
会
員
数
も
現
在
六
五
〇

名
を
数
う
る
に
至
っ
て
い
る
。

0
報
酬
額
改
正
と
算
出
の
理
念

一
、
行
政
書
士
は
法
規
を
研
究
し
、
法
的
判
断
の
伴
う
知
能
的

専
門
職
で
あ
り
、
公
共
的
性
格
の
強
い
業
務
を
扱
う
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
行
政
書
士
は
社
会
的
に
常
に
品
位
を
保
持

し
、
ま
た
業
務
の
改
善
進
歩
に
つ
い
て
、
不
断
の
期
待
を
さ

れ
て
い
る
条
件
の
下
で
、
ご
く
普
通
の
生
活
を
営
む
べ
き
で

あ
る
。

‐

て
平
均
家

A姓馬
族
数
は
本
人
を
含
め
て
五
人
乃
至
六
人
と
推
定
さ
れ
る
の
で

3

‘

あ
る
。

婢

これ
等
の
家
族
が
真
面
目
な
態
度
で
一般
社
会
の
水
準
に
従

聰
っ
て
、
絶
え
ず
変
動
す
る
経
済
状
况
下
に
行
政
書
±
と
し
て

の
体
面
を
保
ち
つ
つ
継
続
的
生
計
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
日
常
の
食
糧
費
、
住
居
費
と
し
て
の
地
代
、
家
賃
又
は

土
地
建
物
の
減
価
償
却
費
、
及
び
維
持
管
理
費
、
水
道
光
熱

費
、
被
服
費
、
保
健
衛
生
費
、
通
信
交
通
費
、
教
育
費
、
修

養
娯
楽
費
、
個
人
交
際
費
、
疾
病
老
令
準
備
預
金
、
災
害
保

報

険
費
、
公
租
公
課
雑
費
等
、
社
会
保
障
制
度
を
有
し
な
い
行

会

政
書
士
が
高
令
に
達
し
て
自
ら
業
務
を
営
む
こ
と
が
出
来
な

土

か
っ
た
場
合
を
も
考
慮
し
て
、
最
小
限
ど
の
程
度
の
費
用
が

必
要
と
さ
れ
る
か
を
、
継
続
的
な
一
年
間
の
必
要
計
費
を
算

書

出
し
て
こ
れ
を
十
二
カ
月
に
配
分
し
た
も
の
が
月
額
標
準
生

政

計
費
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

行

ま
た
一
ヵ
月
の
平
均
稼
動
英
日
数
を
二
十
三
日
と
推
定

道

し
、
月
額
標
準
生
計
費
を
二
十
三
で
除
し
た
も
の
を
一
日
当

海

り
経
費
と
し
、
更
に
こ
れ
を
一
日
の
平
均
稼
動
実
時
間
八
時

間
と
し
て
、
八
で
除
し
た
も
の
を
一
時
間
当
り
、
経
費
と
し

し
.しゴ

て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

然
し
こ
の
算
出
さ
れ
た
一
時
間
当
り
の
行
政
書
士
個
人
の
経

費
に
、
各
作
業
毎
の
原
価
計
算
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
作
業
に

要
す
る
実
時
間
数
を
乗
じ
た
も
の
が
当
該
作
業
に
要
す
る
行

政
書
士
個
人
の
必
要
経
費
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

二
、
行
政
書
士
事
務
所
の
標
準
経
費

行
政
書
士
事
務
所
の
標
準
経
費
に
つ
い
て
は
、
各
種
取
扱

別

事
件
毎
に
営
業
の
規
模
補
助
者
の
数
又
は
営
業
方
針
な
ど
に

第

よ
り
更
に
事
務
所
の
床
面
積
及
び
消
耗
材
料
、
調
度
品
、
什

く

器
備
品
等
が
相
違
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
一
率
に
定
め
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
行
政
書
士
は
実
地
調
査
を
伴
う
行
為
な

た
事
項
を
厳
守
す
る
義
務
が
あ
り
、
経
営
上
に
お
い
て
他
の

業
種
と
異
な
り
企
業
面
に
於
い
て
は
個
人
経
営
の
小
企
業
と

な
る
。

職
業
的
に
は
前
述
の
通
り
社
会
的
に
品
位
の
保
持
を
要
望

さ
れ
て
い
る
点
を
配
慮
し
て
報
酬
の
算
出
を
す
べ
き
で
、
例

え
ば
公
務
員
、
或
は
大
企
業
の
雇
傭
者
の
如
く
そ
の
身
分
に

応
じ
た
月
給
制
に
、
諸
種
の
手
当
が
加
わ
り
夏
期
、
冬
期
の

臨
時
給
与

(ボ
ー
ナ
ス
)
本
道
の
特
殊
性
た
る
石
炭
手
当
、

更
に
ま
た
長
期
勤
続
者
一時
金
、
恩
給
等
応
分
の
老
後
の
生

活
保
障
制
度
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
行
政
書
士
に
は

報
酬
額
と
し
て
受
領
す
る
以
外
に
一
切
皆
無
で
あ
る
点
を
加

味
し
て
報
酬
算
出
の
基
礎
理
念
と
し
て
い
る
。

0
行
政
書
士
制
度
と
業
務
報
酬
額

行
政
書
士
法
第
一
条
に
｢行
政
書
士
は
他
人
の
依
頼
を
受
け

報
酬
を
得
て
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
そ
の
他
権
利
義
務
又

は
事
実
証
明
に
関
す
る
晝
類
(実
地
調
査
に
基
づ
く
図
面
を
含

む
)
を
作
成
す
る
こ
と
を
葉
と
す
る
｣
と
そ
の
業
務
を
明
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年
時
代
の
要
請
に
よ
り
行

政
書
士
法
が
制
定
公
布
さ
れ
住
民
の
利
益
保
護
と
正
当
な
る
行

政
書
士
の
業
務
保
障
を
目
的
と
す
る
制
度
が
確
立
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
明
治
七
年
よ
り
代
書
又
は
代
筆
者

と
し
て
、
太
政
官
布
告
に
始
ま
り
菌
来
九
〇
余
年
連
綿
と
し
て

継
承
さ
れ
て
お
り
、
本
道
に
お
い
て
も
終
戦
時
ま
で
は
内
務
省

令
に
基
づ
き
北
海
道
庁
令
に
定
め
ら
れ
た
代
書
人
取
締
規
則
に

よ
っ
て
、
所
轄
警
察
署
長
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
自
由
業
と

難
も
事
務
所
又
は
出
張
所
に
つ
い
て
監
督
官
庁
吏
員
の
立
入
に

よ
り
受
託
事
件
簿
等
の
検
査
を
受
け
る
制
度
で
あ
っ
た
。

終
戦
後
は
民
主
的
な
機
構
の
改
革
に
伴
っ
て
代
書
人
と
し
て

業
務
を
続
行
し
、
昭
和
二
十
六
年
法
制
定
ま
で
の
間
に
各
種
の

業
種
が
分
か
れ
。
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
、
調
査
士
、
建
築
士

　　
　
　

　

　　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

三実
態
上
必
ら
ず
補
助
者
人
助
手
的
に
利
用
出
来
る
者
)
を
必

要
と
す
る
も
の
で
本
道
で
は
未
だ
補
助
者
を
使
用
し
て
い
な

い
行
政
書
士
も
多
い
よ
う
で
あ
る
が
迅
速
且
つ
、
適
正
な
業

務
を
行
な
う
た
め
こ
こ
で
は
補
助
者
一
人
を
使
用
し
、
想
定

で
き
る
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
平
均
値
を
採
用
し
た
の
で
あ

る
。事
務
所
建
物
の
地
代
ふ
家
賃
ま
た
は
土
地
、
建
物
の
減
価

償
却
費
及
び
維
持
管
理
費
、
事
務
用
消
耗
品
費
、
機
材
消
耗

費
、
什
器
備
品
費
、
事
務
用
水
道
光
熱
費
、
通
信
費
、
接
待

交
際
費
、
福
利
厚
生
費
、
災
害
保
険
料
、
組
合
諸
費
、
公
租

公
課
(所
得
税
、
市
町
村
税
を
除
く
)
雑
費
等
で
あ
ろ
う
が

事
務
所
経
費
の
中
に
は
、
受
託
事
件
の
多
少
に
拘
わ
ら
ず
、

定
期
的
に
必
要
と
す
る
、
固
定
経
費
と
依
頼
事
件
の
多
少
に

よ
っ
て
増
減
す
る
流
動
経
費
と
が
あ
っ
て
、
算
定
に
困
難
を

伴
う
の
で
あ
る
が
こ
れ
等
も
一
般
水
準
的
な
も
の
の
平
均
値

を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

継
続
的
に
必
要
と
す
る
事
務
所
経
費
の
一
ヵ
年
の
平
均
値
を

十
二
ヵ
月
に
配
分
し
た
も
の
が
月
額
標
準
経
費
と
考
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
一
カ
月
の
平
均
稼
働
実
日
数
を
二
十
三
日
間
一
日
の

平
均
稼
働
実
時
間
を
八
時
間
と
し
て
一
日
及
び
一
時
間
の
事

務
財
経
費
と
し
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

0
補
助
者
の
標
準
経
費

補
助
者
の
標
準
経
費
に
つ
い
て
は
、
補
助
者
の
月
額
給
与
の

平
均
値
に
、
夏
期
年
末
の
特
別
手
当
ま
た
は
賞
与
、
社
会
保
険

費
及
び
退
職
手
当
金
相
当
額
を
加
え
、
一
ヵ
年
の
総
額
を
十
二

カ
月
分
に
配
分
し
た
も
の
が
補
助
者
の
月
額
標
準
経
費
と
考
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
一
カ
月
の
稼
働
実
日
数
及
び
一
日
の
稼
働
実
時
間
は

｢事
務
所
の
項
｣
に
禁
け
る
実
日
数
及
び
実
時
間
数
と
同
様
と

行
政
書
士
は
、
た
え
ず
法
令
を
研
究
し
法
的
判
断
の
伴
う
知
能

的
専
門
職
と
し
て
、
公
共
的
性
格
の
強
い
業
務
を
取
扱
う
も
の

で
あ
り
且
つ
一
般
住
民
の
厚
い
信
頼
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
近
年
社
会
事
情
の
複
雑
化
に
伴
い
、
い
わ
ゆ
る

窓
口
行
政
事
務
の
繁
雑
多
岐
に
亘
る
傾
向
に
あ
る
現
在
で
は
一

般
住
民
に
お
い
て
〃事
に
当
っ
て
知
る
法
令
"
と
な
り
つ
つ
あ

る
の
は
当
然
で
あ
り
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
に
お
い
て
も

一部
は
簡
素
化
さ
れ
つ
つ
も
一
面
益
々
高
度
な
知
識
を
要
す
る

も
の
が
増
加
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

従
っ
て
行
政
書
士
の
業
務
報
酬
額
は
単
な
る
需
給
関
係
に
よ

っ
て
自
然
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
律
上
の
制
度

と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
行
政
書
士

は
、
こ
の
報
酬
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
住
民
の
利
益
保
護
の

た
め
の
行
政
に
つ
い
て
、
責
任
を
も
っ
て
筋
刀
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
立
場
に
あ
る
の
で
あ
る
。

行
政
書
士
個
人
は
、
行
政
書
士
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

に
従
っ
て
、
事
務
所
を
設
置
し
何
時
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て

も
国
民
の
依
頼
に
応
じ
迅
速
に
公
正
な
業
務
を
な
し
得
る
状
態

に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
に
要
す
る
費
用

は
、
総
て
業
務
報
酬
額
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
当
然
の

理
で
あ
る
。

0
業
務
報
酬
額
の
算
定
要
素

業
務
報
酬
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
幾
つ

か
の
原
価
要
素
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
こ
れ
を
大
別
し

て
、
一
、
行
政
書
士
の
標
準
生
計
費

行
政
書
士
個
人
の
標
準
生
計
費
に
つ
い
て
は
、
年
令
及
び

家
族
数
が
各
々
相
違
す
る
し
、
ま
た
個
人
毎
の
生
活
様
式
も

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
か
ら
一
率
に
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
本
会
々
員
の
年
令
は
統
計
の
結
果
五
四
才
で
あ
り
、
家

- 2 -

○
業
務
報
酬
額
表
の
構
成

行
政
書
士
の
業
務
報
酬
額
は
法
第
九
条
第
一
項
に
基
づ
き
知

事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
行
政
書
士
会
は
他
府
県
の
単
一会
と
は
比
較
し
難
い

広
地
域
で
あ
り
且
つ
会
員
数
に
お
い
て
も
全
国
単
一会
の
第
一

位
を
占
め
て
い
る
現
況
で
道
内
十
三
の
支
部

〔渡
島
、
檜
山
は

一
支
部
、
他
は
各
支
庁
管
轄
地
域
)
を
有
し
て
お
り
、
各
支
庁

に
於
い
て
行
政
書
士
の
指
導
監
督
を
願
う
と
共
に
公
共
料
金
に

準
じ
た
行
政
書
士
の
報
酬
に
つ
い
て
は
各
地
域
差
の
是
正
、
算

定
の
基
礎
に
基
づ
き
各
種
会
合
に
或
い
は
会
報
に
よ
っ
て
会
員

を
指
導
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
下
の
経
済
状
勢
に
於
い
て
、
依
頼
者
と
協
議
の
上
決
め
る

事
項
以
外
は
画
一的
に
以
上
述
べ
た
如
く
幾
多
の
算
定
要
素
に

基
づ
き
別
記
の
如
く
定
め
ら
れ
る
と
思
考
す
る
。

⑨
特
報

↓
･!
･
二

第
一
回
行
政
書
士
業
務
に
関
す
る
連
絡
綾堕
議
会
議
事
録

日
時
、
会
場
、
出
席
者
は
会
報
第
三
一
号
参
照

開

会

午
後
三
時
十
五
分

行
政
書
士
会
長

渡̂
辺
)
開
会
挨
拶
。

本
会
は
昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日
行
政
書
上
法
の
改
正
に

伴
い
強
制
会
と
し
て
設
立
し
、
そ
の
後
同
法
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
昭
和
三
十
九
年
第
九
十
三
号
を
も
っ
て
公
布
せ
ら

れ
、
書
士
法
第
十
二
条
及
び
第
十
九
条
の
三
カ
条
の
改
正
で

は
あ
り
ま
す
が
関
聯
業
界
の
職
域
分
野
に
著
し
い
変
化
を
来

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
各
会
職
域
に
深
い
ご
理
解
と
二
層
の
い

協
刀
を
仰
ぎ
共
々
に
発
展
向
上
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。

^

本
日
は
御
多
忙
中
の
処
関
期
官
公
署
並
び
に
諸
団
体
の
御
参

集
を
願
い
行
政
書
士
会
の
業
務
内
容
の
御
理
解
を
い
た
だ
き

一
層
の
御
指
導
を
お
願
い
す
る
。
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司
会
は
佐
藤
副
会
長
に
依
頼
し
て
お
る
の
で
よ
ろ
し
く
。

佐
藤
副
会
長

会
長
が
述
べ
た
よ
う
に
強
制
会
と
し
て
法
改
正

鰐

せ
ら
れ
て
北
海
道
は
一
個
の
会
を
組
織
し
資
格
を
得
て
登
録

第

し
当
会
に
入
会
し
初
め
て
業
務
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
る
わ

け
で
現
在
六
二
六
名
に
達
し
書
土
法
第
一
条
の
規
定
に
基
づ

き
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
未
だ
諸
方
面
か
ら
違
反
者
の

出
る
声
を
聞
き
法
治
国
家
と
し
て
黙
認
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
、
反
の
事
実
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
所
轄
警
察
署
の

取
調
を
煩
わ
し
告
発
の
手
続
を
と
っ
て
い
る
が
誠
に
残
念
な

こ
と
で
処
分
す
る
こ
と
は
本
意
で
な
く
、
明
る
い
業
界
発
展

を
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
本
日

報
…

官
庁
及
び
閑
職
団
体
の
参
集
を
煩
わ
し
懇
談
と
云
う
形
で
･

会

御
指
導
を
願
う
次
第
で
す
o

判
然
と
し
た
テ
ー
マ
は
な
い
が
社
会
保
険
士
協
会
、
食
品

±

衛
生
協
会
、
宅
地
建
物
取
引
業
に
関
す
る
三
点
に
し
ぼ
っ
て

書

懇
談
し
、
最
後
に
官
庁

(地
方
課
)
か
ら
総
括
し
て
結
論
、

政

指
導
と
云
う
こ
と
で
進
行
し
た
い
。

行

最
初
に
社
会
保
険
士
協
会
の
専
務
理
事
西
山
さ
ん
か
ら

道

西
山

社
会
保
険
に
関
す
る
業
務
は
専
門
の
知
識
と
相
当
の
経

海

験
を
要
す
る
複
雑
な
も
の
で
あ
る
が
現
在
は
社
会
保
険
士
は

法
制
化
に
な
っ
て
い
な
い
、
知
事
の
認
可
を
得
て
協
会
を
組

し
し‐]

撤
し
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

否
等
も
社
会
保
険
士
の
業
務
身
分
確
立
の
た
め
法
制
化
の

運
動
中
で
あ
り
厚
生
省
も
力
を
注
い
で
い
る
。

佐
々
木

社
会
保
険
士
労
務
保
険
士
等
何
々
士
と
称
す
る
類
似

業
者
が
不
法
業
務
を
行
な
い
検
挙
さ
れ
た
実
例
は
し
ば
し
ば

聞
い
て
い
る
、
社
会
保
険
士
に
は
a
、
b
、
c
の
三
段
階
あ

日
【
5

る
と
思
う
が
自
営
の
事
業
所
で
自
営
の
社
会
保
険
士
と
い
う

鋸
形
で
行
政
書
士
業
務
を
侵
犯
し
て
い
る
も
の
が
多
々
あ
る
o

年

こ
の
点
に
就
い
て
保
険
士
協
会
と
し
て
如
何
な
る
見
解
を

和

も
っ
て
い
る
か
、
又
会
費
を
徴
収
し
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ

韶

も
お
き
か
ぜ
願
い
た
い
。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

出
席
者

渡
辺
会
増長
、
藤
山
、
佐
藤
、

成
沢
、

新
谷
、
鈴
木
、

有
馬
、
高
島
、
犬
飼
、
石
造

R
[
お月芻

讓

案

課
撰

改
訂
に
つ
い
て

料
◇
監

査
会

　　

一
月
二
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
辰
美
旅

館
に
て
、
山
木
監
事
、
遠
藤
監
事
に
よ
る

昭
和
四
十
一年
度
収
支
決
算
の
監
査
を
行

な
う
。

鍛
◇
第
七
回
定
時
総
会

士

総
会
は
午
前
十
一
時
二
〇
分
開
会

書
[
札
幌
市
大
通
西
-
0
丁
目
第
一
ホ
テ
ル
か

政

つ
ら
の
間
に
於
て
議
場
は
重
要
案
件
が
山

行

横
し
て
い
る
の
で
真
剣
緊
張
の
う
ち
に

道

進
め
ら
れ
、
森
口
議
長
の
名
議
長
振
り
と

　
　
　
　
　　
　
　　　　　

ヒ

ー
詳
細
は
別
冊
議
事
録
参
照
ー

◇
第
一
回
常
任
理
事
会

(第32号)

日

時

昭
和
四
十
三
年
一
月
二
十
八
日

午
後
四
時

場

所

札
幌
市

辰
美
旅
館

出
席
者

渡
辺
会
長
、
佐
藤
、
藤
山
両
副

会
長
、
鈴
木
、
成
沢
、
有
馬
、

高
島
、
横
路
、
森
口
、
森
平
、

荒
常
任
理
事
、
山
木
、
遠
藤
両

監
事
、
小
城
、
綱
紀
委
員
長

は
一
、
二
〇
〇
円
、
b
の
段
階

(自
営
の
も
の
は
)
-
、
0

0
0
円
徴
収
し
て
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
、
会
員
の
福

利
厚
生
と
云
う
こ
と
で
業
務
は
行
政
書
士
法
に
違
反
し
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
相
当
複
雑
な
内

容
を
持
っ
て
い
る
関
係
上
社
会
保
険
士
が
や
っ
て
い
る
。

岸
川

法
治
国
家
と
し
て
法
を
守
る
こ
と
ば
当
然
で
ゆ
る
せ
な

い
こ
と
と
思
う
。

荒

社
会
保
険
士
或
い
は
何
々
士
は
行
政
書
士
の
業
務
範
囲
に

瞼
込
ん
で
業
務
を
行
な
う
も
の
が
あ
る
の
で
遺
憾
に
堪
え
な

い
。

佐
藤

こ
の
辺
で
社
会
保
険
士
協
会
に
関
す
る
こ
と
ば
打
切
っ

て
懇
談
の
時
間
に
ゆ
ず
り
た
い
。
次
は
食
品
衛
生
協
会
の
武

田
さ
ん
。

武
田

協
会
で
は
書
記
を
雇
い
会
員
の
申
請
書
類
を
作
成
し
手

数
料
を
と
っ
て
い
る
。

会
員
の
福
利
の
た
め
と
思
っ
て
今
ま
で
行
政
書
士
の
業
務

侵
犯
と
か
違
反
な
ど
と
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
会
員
の
た
め

な
ら
ば
い
い
で
ば
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
間
違
っ
て
い
る

と
す
れ
ば
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

佐
藤

会
員
の
た
め
と
思
っ
て
も
行
政
書
士
法
違
反
と
思
わ
れ

る
の
で
今
後
行
為
を
続
け
る
と
す
れ
ば
資
格
を
と
り
所
定
の

手
続
に
よ
っ
て
行
政
書
士
会
員
と
な
っ
て
賞
い
た
い
。

地
方
課
山
中
主
事

そ
の
通
り
だ
と
思
う
し
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

佐
藤

宅
地
建
物
取
引
業
協
同
組
合
長
斎
藤
さ
ん
ど
う
ぞ
。

斎
藤

自
分
で
出
来
る
も
の
は
自
分
で
書
類
を
作
成
し
て
い
る

代
行
し
て
料
金
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

組
合
員
の
た
め
に
、
組
合
、
協
会
等
で
官
公
署
に
提
出
す
る

書
類
は
書
土
法
違
反
に
な
る
と
は
今
ま
で
思
っ
て
も
い
な
か

っ
た
。
気
が
付
か
な
い
で
居
る
の
で
教
え
て
貰
い
た
い
。

佐
藤

前
に
も
言
っ
た
通
り
行
政
書
士
の
資
格
の
な
い
も
の
は

違
反
と
思
わ
れ
る
。

一喝
一

藤
山

組
合
員
の
た
め
に
と
云
わ
れ
る
が
書
類
の
作
成
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
業
種
が
あ
る
の
で

互
い
に
業
務
を
守
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

成
沢

行
政
指
導
が
必
要
で
は
な
い
か
。

宅
地
課
主
事
高
橋

行
政
書
士
業
務
に
関
し
て
は
行
政
指
導
が

大
事
だ
と
思
う
。

藤
山

官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
に
関
し
て
は
行
政
書

士
が
あ
る
と
云
う
こ
と
を
認
識
し
て
賞
い
た
い
と
同
時
に
一

般
民
衆
に
も
指
導
さ
れ
た
い
。

佐
藤

最
後
に
地
方
課
皆
川
第
二
係
長
に
総
括
し
て
指
導
を
願

い
、
本
日
の
協
議
会
を
終
り
た
い
。
皆
川
係
長
ど
う
ぞ
。

皆
川
係
長

法
人
格
で
行
政
書
士
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
ば
違

反
で
あ
る
か
ら
止
め
て
質
い
た
い
。
書
士
会
に
お
願
い
す
る

こ
と
ば
違
反
者
の
根
絶
で
あ
る
。
官
庁
も
努
力
し
て
い
る
が

権
限
が
せ
ま
い
の
で
思
う
よ
う
に
行
か
ぬ
点
が
あ
る
の
で
会

と
し
て
も
努
力
を
願
い
た
い
。
会
員
の
中
に
事
務
財
に
所
定

の
報
酬
額
表
の
掲
示
の
な
い
書
±
が
い
る
の
で
掲
示
す
る
よ

う
指
導
し
て
欲
し
い
。
会
費
の
使
途
は
明
確
に
し
疑
義
の
な

い
よ
う
に
常
に
明
瞭
に
し
て
お
く
こ
と
。

午
後
七
時
閉
会

閉
会
後
懇
親
,散
会
。

会
務
報
告

◇
部
長
会
議

日

時

昭
和
四
十
三
年
一月
三
十
一
日

午
後
五
時

掃
き鴇
例
行
政
書
士
会
事
務所

出
席
者

渡
辺
会
長
、
藤
山
副
会
長
、
佐
藤
副
会
長

＼

鈴
木
経
理
部
長

　　

議

案

昭
和
四
十
三
年
度
収
支
予
算
案
審
議

◇
報
酬
額
改
訂
委
員
会

-¥-日
中
崎
、が昭
和
四
十
･三
年
.亀
一
月
二
十
八
日

｣
半
解
K
三
時
?
-ゞ
~

　
　　　
　

空
知
代
議
員
岩

崎

旭
川
代
議
員
渡

辺

札
幌
綱
紀
委
員

野

崎

小
鱒
支
部
長
細

井

"
綱
紀
委
員
長

小

裁

札
幌
稲
任
理
事

"
常
任
理
事

成

沢

横

路

十
勝
代
議
員
鈴

木

幌
代
議
員

室
醐
代
議
員

旭
川
支
部
長

石

川

荒

石

道

空
卸
代
談
員

留
萠
議

長
沢

小
樽
副
会
長

中

野

網
走
代
議
員

岸

川

小
阻
代
議
員

麓

沢

来

賓

大

野

札
幌
代
議
員

斎

藤

"

犬

飼

清

水

網
走
代
議
員

札
幌
会
長

鈴

木

渡

辺

札
幌
代
議
員
成

問

日
高
支
部
長
石

本

空
知
支
部
長

“

今

村

浅

田

札
幌
代
議
員
梶

井

札
幌
常
任
理
事

釧
路
代
議
員

留
萠
代
議
員

森

口

細

木

関

野

札
幌
常
任
親
事

十
勝
代
議
員

‐

平

賀

森

平

札
幌
代
議
員
石高

島

室
蘭
支
部
長
灰

札
幌
監
事

釧
路
支
部
長
伏

見

旭
川
代
議
員

原

松

田

札
幌
常
務
理
事

篠

有

馬

札
幌
常
任
理
事

室
蘭
代
議
員

鈴

木

山

石

川

札
幌
副
会
長

崎
事
務
局
斌

裔

佐

藤

遠

札
幌
副
会
長
穣

事
務
局
員　　

にノ
4
4



空

知
"
十

勝

宗

谷

網

走

日

高

室

蘭
" “ "

札

幌

支

部

釧

路
“
函

館

室

蘭

網

走

十

勝

空

知

釧

路

網

走

留

萠

根

室

札

幌

支

部

網

走

、
"

十

勝
"
札

幌

網

走

函

館

日

高

支

部

大

崎

敏

郎

古

沢

福
太
郎

宮

永

栄

一

中

田

栄

一

一

宮

盛

次

森

田

金
太
郎

得

能

幸

雄

平

田

清

佐

藤

三
千
三

須

郷

賢
一
郎

井

上

半

減

船

越

二

郎

氏

名

釧
路
市
浪
花
町
物
丁
目
2

右
に
同
じ

幌
別
郡
登
別
町
字
鷲
別
粥

亀
田
郡
亀
田
町
字
赤
川
鰡

紋
別
市
上
渚
滑
町
7
丁
目

帯
広
市
東
2
条
鞘
8
丁
目
即

雨
竜
郡
秩
父
別
町
2
の
6

釧
路
市
満
見
町
ー
丁
目
9

網
走
市
字
新
町
7

苫
前
郡
羽
幌
町
港
町
3
丁
目
第

目
梨
郡
羅
臼
町
栄
町
旧

札
幌
市
北
ー
条
西
総
丁
目
ー

事

務

所

2

･
20
“
2

･
蒔

2

1
幹

リ
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Q
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ど̂
･
RU

ハソム
･
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リ
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1
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1

･
“
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Q
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入
会
月
日
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新
入
会

備

考

- 6 -

豊

書 守

清

一

栄

蔵

直

武

重

患 萬

宇

吉

春

雄 勲

運

助 名

岩
見
沢
市
美
園
町
料
の
7

中
川
郡
本
別
町
大
字
本
別
村

足
寄
郡
足
寄
町
字
足
寄
大
基
線
範

礼
文
郡
礼
文
町
大
字
船
泊
村
字
ラ
シ
ョ
ン
ナ
イ
渕

斜
里
郡
斜
里
町
本
町
鈴

新
冠
郡
新
冠
町
字
新
冠
筋

苫
小
牧
市
西
町
旧

札
幌
市
南
ー
条
西
複
丁
目
箙

札
幌
市
北
9
条
西
4
丁
目

札
幌
市
琴
似
町
営
の
森
踊

札
幌
市
手
稲
町
“土
呂々
ノ
沢
擬
の
3

住

所

…“

“

“

"

"

"

"

"

“

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"
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42
.
ー
.引

退
会
月
日

上
記
=
名

は
会
則
第

艶
条
第
2

項
の
規
定

に
よ
り
昭

和
42
年
1

月
31
日
眼

り
退
会

事

由

動
会

4̂2
年
1
月
ー
日
よ
り
2
月
第
日
ま
で
)

会

(42
年
ー
月
ー
日
よ
り
2
月
盤
日
ま
で
)

会
員
番
号

氏

名

事

務

所

退
会
月
日

備

考

牡

司

勝

幌
泉
郡
幌
泉
町
字
幌
泉
概
の
ー

ー
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橋

敏
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亀
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郡
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田
町
字
本
町
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見

琢

磨

網
走
檗

幌
町
大
通
南
2
丁
目
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T
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-
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穂
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札
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北
条

西
ゆ
丁
目
ー
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,
2

廃
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喜

多

章

明

帯
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市
西
8
条
南
笹
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目
3

滝

下

清

寅

札
幌
市
琴
似
町
8
軒
師
の
2

I1腹
中胴
L
廃

羽

野

美

輔

碗
市
西
岡
厨
?
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"

林

谷

寅

一

網
走
郡
東
藻
琴
村
中
央

会
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“
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と慥
ま
せべ
こ
ま
せ…
~
“
ラ
ボ

ノ
シコ望盤
主
ゼ

ミ

≧
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、溥
も
溥
隷
J
詳
もさ*
"
鬘
鰡
謁
ぷ
蕁
き
け趨
こ
穐著
増
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醐
諄部
孟
な
拶講
舞
訂
強
ち

危
難
失
踪
と
は
戦
地
に
臨
み
た
る
者
、
沈
没
し
た
る
船

舶
中
に
在
り
た
る
者
、
そ
の
他
死
亡
の
原
因
た
る
べ
き
危

婦

難
に
造
遇
し
た
る
者
の
生
死
が
･
戦
争
の
止
み
た
る
後
･

第

船
舶
の
沈
没
し
た
る
後
又
は
他
の
危
難
の
去
り
た
る
後
、

一
年
間
分
明
な
ら
ざ
る
と
き
、
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ

っ
て
失
踪
の
宣
告
を
受
け
る
場
合
を
云
う
。

③
利
害
関
係
人
の
請
求

こ
の
利
害
関
係
人
と
云
う
の
は
、
失
踪
宣
告
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
事
実
上
の
利
害
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
で
は

な
く
法
律
上
の
利
害
関
係
を
持
っ
て
い
る
者
を
云
う
の
で

あ
っ
て
、
推
定
相
続
人
、
配
偶
者
、
財
産
管
理
人
、
愛
遺

報

者
、
保
険
金
受
取
人
等
で
あ
る
o

会

尚
検
察
官
に
失
踪
宣
告
の
申
立
権
を
認
め
て
い
な
い
の

は
、
近
親
者
で
さ
え
失
踪
宣
告
の
請
求
を
し
な
い
で
、
帰

士

っ
て
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
に
、
検
察
官
が
国
家
公

書

権
力
の
行
使
で
失
踪
宣
告
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は
人
情
的

政

に
み
て
苛
酷
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

行

④
公
示
催
告

道

家
庭
裁
判
所
は
、
失
踪
宣
告
の
請
求
が
あ

っ
た
と
き

は
、
そ
の
宣
告
を
す
る
前
に
原
則
と
し
て
、
六
カ
月
以
上

海

公
示
催
告
を
し
て
、
不
在
者
、
又
は
不
在
者
の
生
死
を
知

し
し才

っ
て
い
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
旨
の
届
出
を
促
し
て
、
そ

の
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
初
め
て
失
踪
宣
告
を
す
る
。

2
失
踪
官
旁
の
効
果

普
通
失
踪
の
場
合
、
失
踪
宣
告
が
確
定
し
た
と
き
は
、
そ

の
効
果
は
、
不
在
者
は
、
失
踪
期
間
が
満
了
し
た
と
き
に

(七
年
経
過
し
た
と
き
に
)
死
亡
し
た
も
の
と
見
徴
さ
れ

細
る
o

月

例
え
ば
昭
和
一
九
年
五
月
一
日
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
も

年

の
に
つ
い
て
昭
和
四
一
年
一
月
一
〇
日
に
失
踪
宣
告
の
申
立

4

を
し
、
裁
判
前
が
六
ヵ
月
間
公
示
催
告
を
し
て
、
七
月
一
〇

月

ゞ

昭
和
一
九
年
三
月
以
来
行
方
不
明
と
云
う
よ
う
な
場
合
に

年

は
昭
和
二
六
年
三
月
三
一
日
に
死
亡
し
た
も
の
と
見
徴
さ
れ

4

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
危
難
失
踪
の
場
合
に
は
、
危
難
の

鞠
去
っ
た
と
き
に
死
亡
し
た
も
の
と
見
徹
さ
れ
る
o

こ
の
よ
う
に
失
踪
の
効
力
は
宣
告
よ
り
前
に
遡
っ
て
発
生

す
る
。
失
踪
宣
告
の
効
果
は
｢死
亡
し
た
も
の
と
見
敞
ず
｣

の
で
あ
る
か
ら
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
婚
姻
の
解
消
及
び

相
続
の
開
始
が
起
る
。
ま
た
、
生
命
保
険
会
社
は
例
え
、
被

保
険
者
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
っ
て
も
、
保
険
金

報

支
払
い
の
義
務
が
あ
り
、
家
庭
裁
判
所
に
失
踪
宣
告
取
消
の

申
立
を
し
て
失
踪
宣
告
の
取
消
を
し
な
け
れ
ば
支
払
い
を
拒

会

絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
o

士

こ
の
よ
う
に
失
踪
宣
告
の
効
果
は
、
死
亡
と
推
定
す
る
の

喜
一

で
は
な
く
て
死
亡
と
全
く
同
様
の
効
果
を
与
え
る
の
で
あ

る
。

政

3
失
踪
宣
告
の
取
消

一行
"

-
生
失
踪
宣
告
が
あ
る
と
、
反
対
の
事
実
の
証
明
が
あ
っ

道

て
も
、
当
然
に
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
で
は
な
く
、
失
踪
者

の
生
存
す
る
こ
と
、
又
は
、
失
踪
宣
告
の
中
で
定
め
ら
れ
た

海

失
踪
期
間
満
了
の
日
と
異
っ
た
時
に
死
亡
し
た
こ
と
の
証
明

ヒ

が
あ
る
場
合
に
家
庭
裁
判
財
は
本
人
又
は
利
害
関
係
人
の
請

求
に
よ
っ
て
、
失
踪
宣
告
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
そ
の
効
力
は
、
失
踪
宣
告
が
遡
っ
て
そ
の
効
力
を
失
う
こ

と
に
な
る
。
失
踪
宣
告
に
よ
っ
て
発
生
し
た
身
分
関
係
の
消

滅
は
復
活
す
る
か
ら
、
解
消
し
た
婚
姻
は
復
活
し
、
ま
た
、

財
産
関
係
も
失
踪
宣
豊
別
に
か
え
る
か
ら
、
例
え
ば
相
続
に

よ
っ
て
得
た
財
産
は
、
失
踪
宣
告
を
受
け
た
者
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
又
死
亡
時
期
に
よ
っ
て
、

失
踪
宣
告
当
時
の
帰
属
者
と
異
っ
た
も
の
に
帰
属
す
る
こ
と

励

も
あ
り
う
る
。
こ
の
効
力
が
遡
及
す
る
と
云
う
こ
と
で
･
こ

3

の
原
則
を
貫
く
と
す
れ
ば
、
利
害
関
係
人
に
不
測
の
損
害
を

第(

及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
民
法
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
二
つ
の
例
外
を
設
け
て
い
る
。

齢
失
踪
宣
告
後
そ
の
取
消
前
に
茎
暑
小で
し
た
行
為
は
、
失
踪
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一
、
其
の
他

前
支
部
長
の
喜
多
草
明
氏
本
会
を
脱
会
す
る
届

出
を
支
部
長
に
提
出
。

司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
行
政
書
士
、等
の
一
切
を
廃

業
す
る
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
と
本
人
よ
り
挨
拶
あ
り
。

北 海 道 行 政 書 士 会 報 (第32号)

宣
告
の
取
消
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
変
じ
な
い
。

回
失
踪
宣
告
に
よ
っ
て
財
産
を
得
た
者
は
、
失
踪
宣
告
の
取

消
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
を
失
う
が
現
に
利
益
を
う
け
た
限

度
で
、
財
産
を
返
還
す
れ
ば
よ
い
。

利
益
を
受
け
た
限
度
と
は
現
在
そ
の
手
許
に
あ
る
利
益

を
返
還
す
れ
ば
よ
い
と
云
う
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
生
命

保
険
金
を
受
取
っ
た
者
が
、
そ
の
保
険
金
を
全
部
使
っ
て

し
ま
っ
て
な
い
と
き
は
返
還
し
な
く
と
も
よ
い
と
云
う
こ

と
で
あ
る
。

4
失
踪
宣
古
及
び
そ
の
取
消
の
届
出
の
方
法

失
踪
宣
告
の
届
出
に
は
一
般
届
書
の
記
載
事
項
の
外
つ
ぎ

の
事
項
が
必
要
で
あ
る
。

的
期
間
が
満
了
し
た
日
。
即
ち
死
亡
と
見
徹
さ
れ
た
日

回
審
判
確
定
の
日

内
従
軍
中
の
生
死
不
明
者
の
失
踪
宣
告
及
び
戦
時
特
別
失
踪

に
つ
い
て
は
戸
籍
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
そ
の
尊礼

届
出
期
間
は
失
踪
宣
告
の
届
出
及
び
そ
の
取
消
の
届
出

は
共
に
審
判
の
確
定
に
よ
っ
て
効
力
を
生
ず
る
報
告
的
届

出
で
あ
る
か
ら
裁
判
確
定
の
日
か
ら
、
一
〇
日
間
と
い
う

期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

添
付
書
類
は
失
踪
宣
告
の
届
出
及
び
そ
の
取
消
の
届
出

に
は
審
判
書
の
謄
本
、
非
本
籍
地
に
届
出
る
場
合
は
、
確

定
証
明
書
の
添
附
を
要
す
る
。

届
出
地
は
届
出
事
件
本
人
の
本
籍
地
又
は
届
出
人
の
所

在
地
。
届
出
義
務
者
は
審
判
の
申
立
人
。

支
部
だ
よ
り

十
勝
支
部
総
会

3月15日

一
、
日
時

昭
和
四
二
年
-月
二
九
日

午
後
二
時

一
、
場
所

帯
広
市
民
会
館
会
議
室

-
、
来
賓

本
会
渡
辺
会
長
、
藤
山
副
会
長

〆
、
鱗
事

L
四
/
年
度
業
務
報
告
並
び
に
収
支
決
算

承
認
の
件

3
支
部
長
及
び
代
議
員
選
任
の
件

前
支
部
長
佐
々
木
行
雄
氏
、
副
支
部
長
三
名
辞

任
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
選
考
の
結
果
左
の
通

り
決
定
。

支
部
長

村
瀬

茂

(新
任
)

副
支
部
長

久
我
豊
治

(留
任
)

前
寺
忠
三
郎

鈴
木

一
雄

代
議
員

平
賀
昌
夫

鈴
木

一
雄

て÷
勝
支
部
総
会
の
風
景

事
務
局
日
誌

一
月

7
日

退
会
、
札
幌
ー

9
日

入
会
、
札
幌
ー
、
根
室
ー
、
留
萠
ー

16
日

退
会
、
日
高
1

17
日

入
会
、
網
走
ー

19
日

退
会
、
函
館
i

21
日

部
長
会
議

28
日

第
ー
回
常
任
理
事
会

報
酬
額
改
訂
委
員
会

昭
和
四
十
一年
度
会
計
監
査

29
日

十
勝
支
部
総
会
に
渡
辺
会
長
′
藤
山
副
会
長
出
席

衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
日

31
日

当
選
議
員
全
員
に
祝
電
を
打
つ

ニ
月

ー
日

入
会
、
釧
路
ー

2
日

入
会
、
空
知
i
、
退
会
、
札
幌
1

4
日

退
会
、
十
勝
1

6
日

入
会
、
十
勝
ー

行
政
書
士
報
酬
額
改
訂
要
望
書
を
道
知
事
に
提
出

9
日

退
会
、
小
榑
ー
、
入
会
、
網
走
ー

11
日

会
事
務
所
で
部
長
会
議

降
日

入
会
、
函
館
1

15
日

入
会
、
室
蘭
2

16
日

退
会
、
札
幌
ー

20
日

入
会
、
釧
路
ー

26
日

第
7
回
定
時
総
会
、
札
幌
第
一
ホ
テ
ル
で
開
く
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